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6‐A2 
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6‐A3 
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6‐B1 
(1) 0=−+ lRR BA ω  
 0400 =−+ BA RR  
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(10) 最大引張応力と最大圧縮応力は曲げモーメントの絶対値が最大の横

断面で生じる。Mmax が正だから、最大引張応力は中心軸から y が正方

向に最大のところに生じる。 

 よって最大引張応力 MPa9.155)83.20(
10344.5
10400

4

3

=×
×
×

=σ  

 最大圧縮応力 MPa1.106)17.14(
10344.5
10400

4

3

−=−×
×
×

=σ  

 
 
 
 
  



6‐B2 
力のつり合い 0=−+ PRR CA …① 
モーメントのつり合い  013 =×+ CA RR  
 AC RR 3−= …② 
①に代入 03 =−− PRR AA  

 ∴𝑅𝑅𝐴𝐴 = −𝑃𝑃
2
 

 𝑅𝑅𝐶𝐶 = 3
2
𝑃𝑃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
C 点で曲げモーメントの絶対値が最大 −𝑃𝑃 × 103(𝑁𝑁･𝑚𝑚𝑚𝑚) 
図心 
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断面二次モーメント 

   𝐼𝐼𝑧𝑧′ = � 𝑦𝑦280𝑑𝑑𝑑𝑑
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= 2.907 × 106𝑚𝑚𝑚𝑚4 



C の横断面に生じる応力 
上面 

 𝜎𝜎 =
−𝑃𝑃 × 𝑁𝑁3

𝐼𝐼
× (−35) =

−𝑃𝑃 × 103

2.907 × 106
× (−35) = 1.204 × 10−2𝑃𝑃 

正だから引張 
 
下面 

 𝜎𝜎 =
−𝑃𝑃 × 𝑁𝑁3

𝐼𝐼
× 65 = −2.236 × 10−2𝑃𝑃 

負だから圧縮 
 
各応力が許容応力を超えないためには、 
上面 

 1.204 × 10−2𝑃𝑃 ≦ 30 
 𝑃𝑃 ≦ 2492𝑁𝑁 

 
下面 

 − 2.236 × 10−2𝑃𝑃 ≦ −50 
 𝑃𝑃 ≦ 2236𝑁𝑁 

両者を比較して、荷重 P は 2236N 以下にする必要がある。 
 

 


